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□ 腕 ・首 表 腰 鰯 胸
図8．タックル部位出現率と攻撃性との関係
表2．各部位におけるタックル回数
タックル部位　3時間目　　　10時間目
腕・首　48（39・7）淋▲　6（7・2）轍∇
腰　28（23．1）★★∇　36（43．4）殺▲
胸　45（37．2）＋　　41（49．4）＋
ズ2（2）＝訂．058，匹．01（一匹．10　　★〆．05　★与刷）
▲有意に多い　∇有意に少ない
（注）カッコ内の教皇はタックル部位内の％である．
しかし，10時間目には，「腰」へのタックル数が
有意に多くなり，「腕・首」へのタックル数は，減少
した。
すなわち，率先してタックルいく男子の攻撃性は
高まったが，危険なタックルは回避できるようにな
ったといえる。このことは，抱きつき等による身体
接触が自他のからだの気づきを促し，高まった攻撃
性を抑えながら，ルールを守りプレーできるように
なったことを示唆する結果と考えられた。
以上のことから，ハードな身体接触を伴うカバデ
ィの授業は，子ども達の身体感覚を高めると同時に，
攻撃性を抑えてルールを守ろうとする態度や他者へ
の思いやりの気持ちを育む可能性のあることが－事
例からではあるが認められた。
4．まとめ
1）ハードな身体接触を伴うカバディは，ゲーム領
域の教育内容である作戦を高め、ゲームを上手にで
きる子どもを育て得ることが認められた。また、体
育授業に対する愛好度を向上させ得た。
2）ホールド（だきつき）で相手を止めるカバディは，
子ども達の身体への気づきを高めることが認められ
た。
3）ハードな身体接触を伴うカバディは、攻撃性を
抑えてルールを守ろうとする態度や他者への思いや
りの気持ちを育む可能性のあることが示唆された。
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（注）
注1）カバディは、インド発祥の格闘技の要素を
含む「鬼ごっこ」である。攻撃側の1人が相手の
陣地内に入り，守備側のだれかにタッチして素早
く自陣地に戻る。相手にタッチして逃げ帰るのと、
その人を仲間と協力して逃げ帰させないように
捕らえることを競うゲームである。すなわち、身
体接触無しにはゲームを楽しむことはできない
仕組みになっている。我が国では、1994年の「広
島アジア大会」で公式競技として実施された。
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